
新
年
度
患
者
会
・
励
ま
す
会 

初
合
同
会
議 

第
１
４
号 

２
０
０
５
・
１ 

（
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
） 

Ｓ
Ｊ
Ｓ 
患
者
を
励
ま
す
会 

 

連
絡
先 

０
４
２
４
・
８
２
・
１
３
４
８ 

          
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

     
 

 
 

す
べ
て
の
患
者
救
済
へ 

 

 
 

 

結
集
を
固
め
さ
ら
に
前
進
し
よ
う 

 

新
春
初
め
て
の
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
役
員
会
は
、
１
月
１
２
日
、
関
東
地
区
各

代
表
、
東
海
地
区
代
表
に
加
え
て
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
を
励
ま
す
会
に
も
参
加
が
要

請
さ
れ
た
。 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会 

湯
浅
代
表
よ
り
新
し
い
段
階
を
更
に
前
進
さ
せ
る
た
め 

に
総
力
を
結
集
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
の
で
、今
後
は
患
者
会
役
員
会
を
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
回
の
会
議
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
拡
大 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実
行
委
員
会
に
発
展
さ
せ
た
い
と
の 

 

決
意
表
明
が
あ
り
、
全
員
了
承
。 

 

引
き
続
い
て
の
昨
年
後
半
の
活
動
報 

告
の
あ
と
、
そ
の
反
省
検
討
も
含
め 

 

当
面
の
活
動
の
方
向
が
活
発
に
討
論 

 

さ
れ
た
。 

 

当
面
の
活
動
の
方
向 

 
 

討
論
は
多
岐
に
わ
た
り
、
三
時
間
に 

 
及
ん
だ
が
、
主
要
な
方
向
は
概
ね
次
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
う
な
諸
問
題
と
な
っ
た
。 

１
．
Ｓ
Ｊ
Ｓ
被
害
者
が
初
め
て
行
政
機
関
（
「
総
合
機
構
」
）
の
委
員
に
加 
 

え
ら
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
方
向
で
あ
り
、
現
行
基
準
の
見
直
し
・
改
善 

 

か
ら
、
更
に
根
本
的
な
す
べ
て
の
患
者
救
済
ま
で
要
請
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

特
に
、
「
重
症
多
形
浸
出
性
紅
斑
」
の
難
治
性
疾
患
研
究
事
業
段
階
か 

 

ら
治
療
事
業
段
階
へ
の
格
上
げ
を
要
請
し
て
い
く
。
厚
労
省
新
体
制
の
基 

幹
部
門
へ
の
説
明
・
要
請
行
動
を
強
め
る
。 

２
．
厚
労
省
へ
の
訴
え
に
は
、
「
日
本
医
師
会
」
、
「
日
本
歯
科
医
師
会
」
、 

 

「
日
本
薬
剤
師
会
」
な
ど
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
関
す
る
医
療
専
門
組
織
か
ら
の
支 

援
が
不
可
欠
。
特
に
「
日
本
医
師
会
」
か
ら
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を 

お
願
い
し
た
い
。 

３
．
１
９
８
０
年
（
Ｓ
５
５
）
以
前
発
症
患
者
の
救
済
な
ど
法
律
改
正
を
必 

要
と
す
る
諸
問
題
、
お
よ
び
全
国
の
個
々
の
患
者
の
具
体
的
な
救
済
問
題
な
ど

に
つ
い
て
は
国
会
議
員
・
地
方
議
員
諸
先
生
の
お
力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
衆
・
参
両
厚
生
労
働
委
員
の
各
議
員
へ
の
説
明
・
要
請
活
動
を
続
け

る
。 

４
．
当
面
の
要
請
の
三
本
柱
は
次
の
と
お
り
。 

 

★
５
５
年
以
前
発
症
患
者
の
救
済
。 

 

★
現
行
法
で
の
救
済
の
周
知
徹
底
と
改
善
。 

 

★
難
治
性
疾
患
の
調
査
研
究
事
業
か
ら
治
療
研
究 

事
業
段
階
へ
の
早
期
格
上
げ
。 

５
．
視
覚
障
害
判
定
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
実 

用
視
力
を
判
定
基
準
に
取
り
入
れ
る
具
体
的
な
改 

善
を
要
請
し
て
い
く
。 

   
 

    
   

 

     05.1.12合同会議 

患者会の皆様から沢山の年賀状を 

ありがとうございました 

  

賛同者の方々から 沢山の励ましのお年賀 

 ありがとうございました 

柏市のＨさん  ＳＪＳの活動には頭が下がります。今年 

も頑張ってください。できる限りの支援をします。 

医師 さいたま市のＫさん  ＳＪＳほんとうにご苦労さ 

まです。 

 

 

 

 

 

 

武蔵野市のＨさん  患者さんの皆さんも希望をもって活 

動されているご様子、きびしいご時世の下で嬉しい便 

りをいただきました。 

調布市のＳさん  運動が実り国会でも取り上げられ、救 

済の道が開け、よかったですね。陰ながら応援してい 

ます。 

東久留米市のＭさん  ニュース有難うございます。新 

聞報道の度に感動しています。 



厚
生
労
働
副
大
臣
へ
の
挨
拶
・
陳
情 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
日
程
順
） 

◇
衛
藤 
晟
一
副
大
臣
（
衆
・
自
民
）
Ｈ
１
６
・
１
１
・
１
９ 

 

衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
時
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
を

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
ご
自
宅
の
近
隣
の
方
（
２
８
歳
）
が
ア
メ

リ
カ
で
Ｓ
Ｊ
Ｓ
を
発
症
さ
れ
、
あ
や
う
く
一
命
を
と
り
と
め
て
帰

国
し
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
実
話
が
飛
び

出
し
た
。 

 

つ
づ
い
て
湯
浅
代
表
か
ら
、
こ
の
度

「
総
合
機
構
」救
済
業
務
委
員
と
、「
医

薬
品
に
よ
る
被
害
実
態
調
査
検
討
会
」

の
二
つ
の
機
関
の
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た

こ
と
の
報
告
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
。 

特
に
、
保
健
福
祉
事
業
と
し
て
の
昭
和

５
５
年
５
月
１
日
以
前
の
発
症
患
者
の

実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
点
に

配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
懇
請
し
た
。 

● 

重
傷
者
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
患

者
を
悉
皆
調
査
し
て
い
た
だ
き
た

い
。 

● 

追
跡
調
査
お
よ
び
生
活
実
態
調
査
も
必
ず
お
願
い
し
た
い
。 

 

◇
西 

博
義
副
大
臣
（
衆
・
公
明
） 

Ｈ
１
６
・
１
１
・
２
９ 

 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
お
よ
び
励
ま
す
会
か 

ら
、
坂
口
前
大
臣
を
は
じ
め
と
し
て
多 

数
の
公
明
党
衆
・
参
両
議
院
の
諸
先
生 

か
ら
格
別
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い
て
き 

た
こ
と
へ
の
お
礼
と
Ｓ
Ｊ
Ｓ
症
状
の
特 

徴
点
の
説
明
お
よ
び
今
後
の
救
済
策
を 

陳
情
。 

 

西
副
大
臣
か
ら
は
、
昭
和
５
５
年 

以
前
発
症
患
者
へ
の
保
健
福
祉
事
業
と 

し
て
実
態
調
査
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
は
、
坂
口
大
先
輩
が
約 

束
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
責
任
を
も
っ
て
引
き
継
が
せ
て
も
ら 

う
し
、
専
門
家
た
ち
の
検
討
を
み
な
が
ら
勉
強
し
て
い
く
と
激
励 

し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

湯
浅
代
表
か
ら
改
善
提
案 

「
総
合
機
構
」
救
済
業
務
委
員
会
初
会
合 

 

既
報
の
と
お
り
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会 

湯
浅 

和
恵
代
表
は
、
昨
年 

一
〇
月
独
立
行
政
法
人
「
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
以
下 

「
総
合
機
構
」）
の
救
済
・
審
査
・
安
全
業
務
運
営
評
議
会
に
属 

す
る
救
済
業
務
委
員
会
委
員
に
指
名
さ
れ
、
平
成
１
６
年
１
１
月 

２
５
日
、
そ
の
第
一
回
委
員
会
に
出
席
し
た
。 

救
済
業
務
委
員
会
に
も
被
害
者
代
表 

「
総
合
機
構
」
の
二
つ
の
審
議
機
関
に
は
、
坂
口
前
厚
生
労
働 

大
臣
の
意
向
が
引
き
継
が
れ
被
害
者
代
表
が
加
え
ら
れ
る
こ
と 

に
な
っ
た
。（
Ｓ
Ｊ
Ｓ
だ
よ
り
№
１
３
参
照
）
救
済
業
務
委
員
会
で 

も
全
国
薬
害
被
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら
、
栗
原 

敦
、
村
田  

忠
彦
両
世
話
人
が
指
命
さ
れ
、
湯
浅
代
表
を
含
め
て
計
３
名
の 

被
害
者
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
委
員
総
数
１
７
名
） 

こ
の
日
は
、
初
会
合
で
も
あ
り
、
行
政
機
構
の
中
で
の
公
開
会
議 

で
あ
っ
た
が
、
湯
浅
代
表
は
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
の
代
表
と
し
て
堂
々 

と
改
善
提
案
を
お
こ
な
っ
た
。 

湯
浅
代
表
か
ら
の
改
善
提
案 

 

患
者
か
ら
の
申
請
に
対
す
る
「
総
合
機
構
」
の
判
定
を
よ
り 

迅
速
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
診
断
書
の
内
容
を
変
え
る
と
か
、 

経
過
説
明
書
に
す
る
と
か
、
形
式
を
変
え
れ
ば
処
理
も
早
く
な 

り
、
判
定
に
も
寄
与
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

「
総
合
機
構
」
か
ら
の
回
答 

 

書
式
も
だ
ん
だ
ん
と
改
善
し
て
き
て
い
る
が
、
判
定
の
た
め 

に
は
現
在
の
書
式
の
も
の
が
最
低
限
必
要
で
あ
り
、
更
に
追
加 

情
報
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
昨
今
で
は
、
不
明
点
・
疑 

問
点
は
「
総
合
機
構
」
か
ら
直
接
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、 

迅
速
な
処
理
を
目
指
し
て
い
る
。
当
件
は
ご
意
見
と
し
て
受
け 

止
め
て
厚
労
省
に
伝
え
検
討
し
た
い
。 

各
委
員
か
ら
の
活
発
な
発
言
（
要
旨
） 

 

出
席
委
員
か
ら
は
、
活
発
で
具
体
的
な
提
案
、
意
見
が
ぞ
く 

ぞ
く
と
発
表
さ
れ
た
。 

・
申
請
件
数
・
給
付
決
定
件
数
な
ど
の
正
確
な
デ
ー
タ
を
公
表
す

べ
き
だ
。 

・
保
健
福
祉
事
業
は
、「
救
済
制
度
」
発
足
以
来
２
５
年
間
放
置 

 

さ
れ
て
き
た
が
、
や
っ
と
端
緒
に
つ
い
た
。 

 

☆
視
力
検
定
方
法
の
改
善
（「
実
用
視
力
」
検
定
方
法
の
導
入
） 

 

☆
被
害
実
態
調
査
へ
の
「
謝
金
」
シ
ス
テ
ム 

・
判
定
が
出
る
ま
で
に
数
年
か
か
っ
た
り
、
途
中
で
紛
失
し
放
置

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
実
態
を
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。 

・「
総
合
機
構
」
全
体
で
工
程
を
管
理
し
て
、
申
請
に
対
す
る
判 

 

定
を
迅
速
に
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。 

・
厚
労
省
の
「
安
全
性
情
報
」
に
副
作
用
被
害
者
救
済
事
例
を 

 

公
開
し
て
ほ
し
い
。 

・
被
害
を
受
け
た
当
事
者
が
委
員
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ 

 

た
こ
と
が
大
き
い
。 

・
視
覚
障
害
者
が
こ
ん
な
に
詳
し
い
申
請
書
を
書
く
こ
と
は
非 

 

常
に
困
難
な
は
ず
。
患
者
が
転
記
し
て
も
よ
い
ぐ
ら
い
に
医 

 

療
関
係
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。 

・
裁
判
を
避
け
る
た
め
の
救
済
制
度
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
医 

師
と
す
れ
ば
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
精
神
的
な
も
の
を

乗
り
切
る
方
策
が
あ
れ
ば
、
医
師
の
協
力
も
積
極
性
が
出
て
く

る
と
思
う
。 

・
混
合
診
療
で
保
険
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
安
全
性
が
十
分 

 

で
な
い
）
薬
が
使
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
救
済 

も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

指
摘
さ
れ
た
問
題
点 

・
安
全
対
策
と
し
て
、
ど
ん
な
具
体
策
が
考
え
ら
れ
た
の
か
。 

・
申
請
件
数
が
８
０
０
件
強
に
も
な
り
、
４
０
０
件
程
度
し
か 

当
該
年
度
に
判
定
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
残
り
は
翌
年
廻
し 

と
な
っ
て
い
る
の
か
？
そ
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。 

H16・11・19 衛藤副大臣H16・11・29 西副大臣




